
現役で働く産業医、産業保健師、人事担当者の現場視点とコンサルタントの知見を最大限に活用し、健康管理業務

の効率化、安定的な健康管理の運用とリスクマネジメントを土台として、従業員の健康維持増進、健康経営の推進

に貢献できるクラウド型サービスです。

【販売・お問い合わせ】

株式会社メディヴァ
〒158-0023 東京都世田谷区若林1-18-10 京阪世田谷ビル 2F

TEL：03-６１６１-2881 URL：https://hsd.mediva.co.jp/

MAIL：ask-wellaboswp@mediva.co.jp

【お問い合わせ】

株式会社オネスト
〒170-6038 東京都豊島区東池袋3-1-1 サンシャイン60 38階

TEL：03-4216-2006 URL：https://www.honest.co.jp/

MAIL：contact_wellaboswp@honest.co.jp

出展ブース：展示ホール２ 小間番号「26-42」

健康管理システム 「WellaboSWP」 を出展します
WellaboSWPは株式会社メディヴァと株式会社オネストが共同開発した健康管理システムです

運用サービスのご利用で、迅速に健康経営をスタートできます

健康管理を網羅する３つのサービスをご提供

安定的な健康管理
✓ 業務の標準化による脱属人化

✓ 産業保健職の質の担保

✓ 専門職の採用・管理工数が削減

５つの導入メリット

健康管理業務の効率化
✓ 運用スタッフ連携の円滑化

✓ 健康情報の一元管理

✓ 書式統一による効率化

従業員の健康維持・増進
✓ システム内でのストレスチェック

✓ 健康相談の利用

✓ 事後措置による病気の早期発見・予防

リスクマネジメント
✓ 業務の見える化による対策漏れ防止

✓ スムーズな事後措置による安全配置

健康経営の推進
✓ 充実した健康管理体制の構築

✓ 課題の見える化による施策の推進

経験豊富な産業保健職の確保

運用サービス・コンサル・企画・提案・実施支援

一元管理による効率的な運用
健康管理システム

複雑な健康管理を標準化×イージーアクセス

課題の可視化

ダッシュボード・健康づくりサポート

健康管理から健康づくりまで一気通貫で行えるため

健康経営の実践力が高まります
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⚫ 従業員情報管理

⚫ 健康診断情報管理

⚫ 過重労働対策管理

⚫ ストレスチェック

⚫ カルテ管理

⚫ ダッシュボード

⚫ アンケート 等

健康管理システム

誰でも簡単に操作・運用が可能な実用性を追求

オンライン健康管理室

産業保健職の連携により
多様なケースに対応可能

⚫ 健康診断後の措置

⚫ ストレスチェック運用

⚫ 各種面談 健康相談 等

産業医 保健師 心理士 事務

⚫ 食事 運動 睡眠 等の生活習慣

⚫ メンタルヘルス 等

⚫ 各種コンサルティング

健康づくりサービス

利用企業の状況に合わせた
最適な導入・運用を支援

セミナー 動画 計測アプリ連携



健康経営実践企業

健康経営のメリット

健康経営推進へ向けた背景

健康経営に対するWellaboSWPの適用範囲

取引先

ビジネスパートナーからの信頼・評価

労働者

従業員、就職希望者からの安心・信頼

企業価値向上

- 株価

- 時価総額

- 営業利益率

- 企業イメージ

本サービスは導入から幅広い範囲をカバーし、専門職に

よる総合的な健康経営の取り組みをサポートします。

一般的な健康管理システム

✓ 導入提案

✓ コンサルティング

✓ 教育、セミナー

健康経営の導入

✓ 健診受診率

✓ ストレスチェック受検率

✓ 喫煙率

✓ 適正体重維持者率

✓ 血圧リスク者率

✓ ストレスチェックの結果

健康のアウトカム

✓ アブセンティーズム

✓ プレゼンティーイズム

✓ ワークエンゲージメント

業務パフォーマンス

企業価値向上

『健康管理を経営的視点から考え、戦略的に実践する』＝『健康経営』の実践が重要

✓ 生産年齢人口の減少

✓ 労働力人口の高齢化

✓ 医療費増大

✓ 社会保険料負担増

✓ 定年の延長

✓ 健康増進

✓ 健康寿命の延伸

✓ 健康的に働ける環境づくり

健康維持への投資

企業収益UP

健康の維持・促進

生産性UP

疾病療養者の低下

離職率の低下

保険費の負担減

企業イメージ向上

健康経営

『健康経営』の実践

超高齢化社会 平均寿命の延長

自治体・地域社会からの評価

地域・社会

消費者

商品・サービス・企業のブランディング

金融機関・投資家

金融機関・投資家からの信用・評価

システムでのデータ管理がメインとなり、ユーザ自身が

管理・運営していく必要があります。
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